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 要 旨   
中程度アルコール消費は、慢性萎縮性胃炎 (CAG) と胃癌の重要な危険因子であるヘリコバ

クター・ピロリ感染の除去を促進すると示唆されている。本研究の目的は、ドイツの高齢

者でアルコール消費と CAG との関連を評価することである。Saarland で行われた住民ベ

ースの研究である ESTHER のベースライン検査では、ペプシノーゲンＩとＩＩ（ＣＡＧの

診断目的に）およびＨ.ピロリ抗体の血清学的測定が、50–74 歳の 9,444 人に行われた。中

程度つまり現在 (＜60 g/週)または生涯（≤51,375 g、最低四分位) 飲酒者は、非アルコール

消費者に比べＣＡＧリスクが有意に低いことが明らかになり、その調整後のオッズ比はそ

れぞれ 0. 71 (0.55–0.90) と 0. 73 (0.55–0.96)であった。CAG との負の関連はビールとワ

インからの中程度アルコール消費で観察され、それは H. ピロリ菌感染を調整するとわず

かに弱まった。以上の結果は中程度アルコール消費が CAG と負の関連を示すという仮説を

支持するものであり、それは部分的にＨ.ピロリの除去を促進することを介している。しか

し、その関連を説明する他のメカニズムが存在する可能性も示唆された。 

 




